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令和２年度 学校教育目標

Ⅰ 本校の教育目標

自立の精神に満ちた豊かな人間力の育成

自立とは、自ら考え、自らを律し、自らを鍛えることを指し、豊かな人間力と
は、個人としての生きる力（確かな学力、主体的に問題を解決する資質や能力、
他人を思いやる心や感動する豊かな人間性、たくましく生きる体力）をさらに超
えたところに位置するものとして、人や社会のためにさらには郷土や国に貢献で
きる力として捉える。

Ⅱ めざす学校像、めざす生徒像、めざす教師像、めざす保護者像

① めざす学校像
・規律正しく礼儀を重んじる学校
・活気と知性にあふれる学校
・自他を尊重する雰囲気の学校
・信頼される学校

② めざす生徒像
・礼儀正しく思いやりのある生徒
・気づき、考え、行動できる生徒
・志を持ち、実現しようとする生徒
・健康でたくましく耐力のある生徒

③ めざす教師像
・自らを高め、指導力を高めようとする教師
・教育の使命感と確固たる教育理念を持つ教師
・深い教育的愛情を持つ教師
・効果的で効率的な働き方を求める教師

④ めざす保護者像
・基本的な生活習慣づくりに努力する保護者
・家庭学習の定着に努力する保護者
・教職員と協同して子どもを育成しようと努力する保護者

Ⅲ 重点目標

① 知（確かな学力）
・教師の授業力の向上
・連携（小中、家庭）した学習習慣の確立
・特別支援教育の充実
・学校ＩＣＴの利活用

② 徳（豊かな人間性）
・道徳教育の充実
・積極的生徒指導の充実
・奉仕と勤労意欲の高揚
・人権・同和教育の振興

③ 体（たくましい心と体）
・自他の生命の尊重
・安全な学校環境の整備
・食育教育の充実
・部活動の効果・効率性の追求
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学校経営の基本方針及び重点

【学校経営の基本方針】

・生徒の将来の夢を育み、自立と豊かな人間力を育成する教育活動を推進し「学
校が楽しい」と生徒が言える学校を創る。

・全職員がチームワーク、フットワーク、ネットワークを大切にし、学校課題の解
決と保護者、地域から信頼される学校を創る。

チームワーク････ 全職員が同一歩調をとり、協働体制で教育活動にあたる。
フットワーク････ 臨場指導を行う。可能な限り足を運ぶ。（「明日でよかろ

う」ではなく、その日のうちに対応をする）
ネットワーク････ 職員間の情報交換を密にする。（連絡・相談・報告）

保護者との協力体制をつくる。

・働き方改革を意識した業務改善を行い、教育の効率化を図る。

【学校経営の重点】

１ 魅力ある・分かる授業づくりを推進し、学力の向上を図る。

２ 自己肯定感、自己有用感を育て、自他を大切にし、将来の夢の実現を育む。

３ 道徳を中核とした教育活動全般を通して、規範意識を高め、豊かな人間力を育
成する。

【令和２年度の重点目標】

■重点目標１ 「学ぶことの楽しさ」を感じる、魅力ある・分かる授業づくりを推
進し、学力の向上を図る。

（１）魅力ある・分かる授業づくり
→ アクティブ・ラーニングの視点に立った授業づくり（「めあて」と「ま

とめ」、考える場面や話し合う場面、「学びたい・考えたい」と思う
教材の工夫等）

（２）安心して学ぶことができる支持的風土のある学習環境づくり
（３）読書の推進による、読む力の育成
（４）学習の定着を図る家庭学習の習慣化

成果指標１「一人一人に分かりやすく教えてもらっている」R1 81.4% → R2 86％
成果指標２「どの授業も落ち着いて学習ができている。」R1 88.1% → R2 93％

■重点目標２ 自己肯定感、自己有用感を育て、自他を大切にし、将来の夢の実現
を育む。

（１）基本的生活習慣の定着とルール・マナー等の凡時徹底
・明るい挨拶 ・５つの心を磨く掃除 ・時間を守る

（２）「出番」「役割」「承認」「賞賛」を意識した学級経営、教科経営
（３）将来の夢・目標の実現に向けた、計画的・系統的な進路学習の徹底

成果指標１「自分にはよいところがある。」R1 % → R2 ％
成果指標２「進路学習や体験学習が充実している」R1 87.3% → R2 92％

■重点目標３ 道徳を中核とした教育活動全般を通して、規範意識を高め、豊かな
人間力を育成する。

（１）道徳の授業と体験学習の充実
（２）道徳の授業の道徳的価値と振り返りを意識した掲示物の充実

成果指標１「人としての生き方や思いやりの心を育てるために、心の教育（道徳教
育）にも力を入れている。」R1 88.2 % → R2 93％


